
【人口減少社会／地域再生】日弁連・連続On-lineシンポ
ジウム 9/4～10/14
今年の日弁連の人権擁護大会のテーマの１つは、
「人口減少社会を乗り越える地域再生の社会保障～地域で安心して暮らすために～」
です。

地域が疲弊し衰退していく要因を考え、国主導の政策を見直し、地域から、住民の実践で、人間の尊厳ある生存が保障される社会のあり方
を考えます。

下記日程で、１０月１４日開催の本シンポジウムに向けて、各地弁護士会で、それぞれのテーマでオンラインシンポジウムが実施されます。
無料で、どなたでも参加できます。是非ご参加ください。
基調講演、パネルディスカッションの内容、参加方法等の詳細は、各地弁護士会のホームページをご参照ください。

▶9/4（土）13:30～京都弁護士会「中小企業振興基本条例で一人ひとりが元気になる地域づくりを－コロナ後の自治体のあり方を
考える－」
https://video.ibm.com/channel/ZUH2DXDGUv5
▶9/18（土）14:00～埼玉弁護士会「地域で生活保障を実現するために～自治体財政の課題を知る～」
https://www.saiben.or.jp/event/001011.html
▶9/24（金）18:00～第二東京弁護士会「地方自治とデジタル関連法」
https://niben.jp/news/event/2021/202107082981.html
▶9/25（土）13:30～愛知県弁護士会「人口減少社会における地域再生の社会保障」～地域で安心して暮らしたい・現場の声をふ
まえて～
https://www.aiben.jp/about/katsudou/tajyu/news/2021/08/63zoom.
html
▶10/14（木）12:30～日弁連「人口減少社会を乗り越える地域再生の社会保障～地域で安心して暮らすために～」
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/211014.html
（日弁連の本シンポの参加用URLは、近く公開される予定です。）

（弁護士　猪　股　　正）
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9/1（水）日弁連・失業手当ホットライン（無料相談）のご案
内
９月１日（水）１０時～２０時、日弁連主催で、失業手当ホットラインが実施されます。
フリーダイヤル ０１２０－６１０－９２０
退職させられたのに自己都合退職扱い
コロナが長引き失業手当終了。生活困難
失業手当の支給額が少なくて生活困難
など、失業手当に関する相談に、弁護士が無料で対応します。

失業手当については、実際に失業している人の中で２割程度の人しか受給できていなかったり、自己都合退職扱いさせられ、給付を受ける
まで２か月以上待機しなければならないなど、受給期間の短さ、受給額の低さ、受給手続の問題など様々な問題点が指摘されています。
制度の改善につなげていくためにも、相談し、声を届けられてはいかがでしょうか。

ホットラインの詳細は、下記の日弁連ホームページをご参照ください。（文責：弁護士　猪股　正）
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210901.html

コロナ禍の到来により、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、フリーランス、自営業者など、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれ、また、緊急事態宣言の発出等により、再就職先が見つからず失業状態が長期化している人も少なくありません。

「退職勧奨を受けたにも関わらず自己都合退職扱いとなり、すぐに失業手当がもらえずに困っている」
「失業手当を受給していたが、コロナ禍が長期化して仕事が見つからないまま給付期間が終わってしまい、この先の生活が不安」
「失業手当を受給しているが、支給額が少なく、それだけでは生活できない」

などなど、ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。弁護士が無料でアドバイスさせていただきます。

内容

失業手当ホットライン（フリーダイヤル）
２０２１年９月１日（水）１０時００分～２０時００分

 
０１２０－６１０－９２０（ロウドウとキュウフ）

※上記は特設番号です。期間以外はご利用いただけませんので、ご注意ください。
※フリーダイヤルです。また、携帯やＰＨＳからもおかけいただけます。

※回線混雑等の事情により、つながりにくい場合もございますので、あらかじめご了承ください。

チラシ (PDFファイル;363KB)

主催 日本弁護士連合会

https://saitamasogo.jp/archives/88223
https://saitamasogo.jp/archives/88223
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210901.html
https://www.nichibenren.or.jp/library/pdf/event/year/2021/210901_chirashi.pdf


お問い合わせ先
日本弁護士連合会　人権部人権第一課
ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１

9/18(土)シンポジウム「地域で生活保障を実現するために～
自治体財政の課題を知る～」を開催します
埼玉弁護士会では、下記の日時場所で第６３回日本弁護士連合会人権擁護大会プレシンポジウム「地域で生活保障を実現するために  ～自
治体財政の課題を知る～」を開催します。

オンラインでの参加も可能ですので、ご関心ある方は是非ご参加下さい。

埼玉弁護士会ホームページ
https://www.saiben.or.jp/event/001011.html

【日時】

９月１８日（土）１４時００分から１６時００分（開場１３時３０分）

【場所】

ときわ会館５階　大ホール（さいたま市浦和区常盤６－４－２１）

【内容】

・基調講演「地域で生活保障を実現するために～自治体財政の課題を知る～」

講師　高端 正幸 氏　埼玉大学人文社会科学研究科准教授

・取組報告

県内での生活保障の充実に取り組んでいる自治体、民間団体など

【その他（注意事項等）】

・オンライン（Ｚｏｏｍ）を利用した参加も可能です。

・会場、オンライン（Ｚｏｏｍ）参加いずれも事前申込み不要、参加費無料です。
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・会場参加の場合は、定員を先着１００名までとさせて頂きます。

・ご来場の際は、マスク着用にご協力ください。

・会場内及びオンライン（Ｚｏｏｍ）配信の録画・録音は禁止とさせていただきます。

・Ｚｏｏｍについては、Ｚｏｏｍサービス規約の内容をご確認いただき、同意の上でご利用ください。

・オンライン（Ｚｏｏｍ）での視聴者のPC環境・通信状況等の不具合について、埼玉弁護士会では責任を負わず、Ｚｏｏｍの利用方法等
についてのサポート対応等も行いかねますのであらかじめご了承ください。

【お問い合わせ】

埼玉弁護士会　電話０４８－８６３－５２５５／０４８－７１０－５６６６

チラシはこちら

オンライン（Ｚｏｏｍ）参加については、シンポジウム当日（９月１８日（土）１３時３０分以降）より下記のURL、QRコードからご
参加いただけます。

https://us02web.zoom.us/j/81160346817?pwd=RHpNNWcxalJVdU9nVWZj
TUIwdVpIZz09

パスコード：930951

 

弁護士　鴨田　譲

８月１６日（月）臨時休業のお知らせ
臨時休業日：８月１６日（月）

上記の日は、誠に勝手ながら臨時休業とさせていただきます。
皆様方には大変ご迷惑をおかけ致しますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

なお、同日の法律相談の予約をされていらっしゃる方につきましては、予定どおり実施させていただきますので、予約された時間にお越し

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/08/50d5f9e86e300bedc0231fd5d8de9f58.pdf
https://us02web.zoom.us/j/81160346817?pwd=RHpNNWcxalJVdU9nVWZjTUIwdVpIZz09
https://us02web.zoom.us/j/81160346817?pwd=RHpNNWcxalJVdU9nVWZjTUIwdVpIZz09
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru
https://saitamasogo.jp/archives/88174


ください。

全国一斉８／２１「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会・第９弾」フリーダイヤル【拡散希望】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第９弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
デルタ株の蔓延によるコロナの第５波の急拡大、緊急事態宣言の継続・拡大等、先の見通せない状況が続く中、失業の長期化、利用可能な
支援策の終了等により、仕事や生活の不安を抱えている方、孤立して出口が見えない状況に追い込まれている方などが増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第９弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

【日　　時】　８月２１日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
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・コロナの「自宅療養」で困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

8/22 コロナ危機から考えるOn-line学習会「北欧モ
デルから考える『持続可能性』―デンマークの社会保障財政を手
がかりに―」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続On-line学習会のご案内
「北欧モデルから考える『持続可能性』－デンマークの社会保障財政を手がかりに－」

　コロナ禍が到来して１年半になります。
　この間、日本では、引き続き、「自助」や「自己責任」が強調され、非正規労働者、女性、フリーランスなど、コロナ前から不安定な状
況に置かれていた人たちを中心に大きな打撃を受けています。
医療崩壊の危機、大企業や富裕層への富の集中の加速、財政赤字の急激な拡大など、日本社会がコロナ前から抱えていた問題が、一層深刻
化しています。
　では、他の国々はどうなのでしょうか。
　特に、人間が生きていくために必要な普遍的・基礎的なニーズを充たすことや人々の連帯が重視され、コロナ前から、貧困や格差が小さ
く抑えられ、国民の幸福度も高い北欧諸国と、日本では、どのような違いがあるのでしょうか。
　今回は、デンマークを研究されている倉地真太郎さんを講師に迎え、同じくコロナ禍にあって、デンマークと日本の「平時の制度」の違
いが、危機における人々の働き方や生活、財政状況等に、どのような違いをもたらしているのかを知り、日本の「平時の制度」の見直しの
必要性や方向性について、みなさんと一緒に考える機会としたいと思います。是非、ご参加ください。

■テーマ／北欧モデルから考える『持続可能性』－デンマークの社会保障財政を手がかりに－

■日時／２０２１年８月２２日（日）１５時～１７時

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/08/95b1948e3d5831a565cd26dab084642c-1.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/88142
https://saitamasogo.jp/archives/88142
https://saitamasogo.jp/archives/88142


■講師／倉地真太郎氏（明治大学政治経済学部専任講師）
＊「日本の居住保障」（共著。慶應義塾大学出版会）が2021年4月に発刊
「第9章　デンマーク――「自立」のための住宅セーフティネット（倉地真太郎）」

■参加費／１０００円（生活にお困りの方は支払不要です。）

事前にお振込みいただければ助かりますが、後日でも大丈夫です。カンパ歓迎！

（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）

◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381

◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■開催方法／Zoom

※Zoomは下記のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです。

■要申込

登録用URL

→
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_vJf9YkymQBCQ3jQMeZaqVA

こちらからお申し込み下さい。ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。

資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

7/27 On-line学習会「バイデン政権の中長期財政計

https://www.keio-up.co.jp/np/isbn/9784766427448/
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_vJf9YkymQBCQ3jQMeZaqVA
http://tax-justice.com/
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画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパ
クトを念頭に」

公正な税制を求める市民連絡会『コロナ危機から考える』連続On-line学習会のご案内
「バイデン政権の中長期財政計画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパクトを念頭に」

　現在、日本と同様、格差と貧困が社会問題化しているアメリカでは、バイデン政権が、所得税最高税率の引き上げ、その税率を富裕層の
株式などの譲渡益にも適用、法人税率の引き上げ、世界共通の最低法人税率の導入等により、富裕層及び大企業に対する課税を強化して税
収を増加させ、その財源によってコミュニティーカレッジの無償化を含む教育や子育て支援等を充実させ、格差を是正する新構想を打ち出
しています。

本学習会では、アメリカ経済に造詣の深い吉弘憲介桃山学院大学准教授をお招きして、バイデン政権の中長期財政計画に関する見通しと課
題、法人税制度及び富裕者課税の見通しと財政赤字問題について解説いただき、コロナ禍において、社会保障制度の脆弱性があらためて露
呈している中で、私たちの生活を守るための税制や財政はどうあるべきか、ズームによる学習会を開催します。是非、ご参加ください。

■テーマ／バイデン政権の中長期財政計画にみる再分配政策；インフラ、再エネ投資と中間層へのインパクトを念頭に

■日時／2021年7月27日（火）19時30分～21時

■参加対象／当会会員の方のほか、どなたでも参加できます。

■講師／吉弘憲介桃山学院大学准教授

■参加費／１０００円（生活にお困りの方は支払不要です。）

事前にお振込みいただければ助かりますが、後日でも大丈夫です。カンパ歓迎！

（振込先）ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）

◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381

◎ 　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

■開催方法／Zoom

※Zoomは下記のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです。

■要申込

登録用URL

https://saitamasogo.jp/archives/88114
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→
　https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_HLXh8AEnTT6tUsNqxooQrQ

こちらからお申し込み下さい。ご登録後、ウェビナー参加に関する確認メールが届きます。

資料のダウンロード用のURLは、別途メールでご案内させていただきます。

■主催／公正な税制を求める市民連絡会

■連絡先／弁護士　猪股正　埼玉総合法律事務所　電話048-862-0355

コロナと貧困に殺される。政治はいますぐ公的責任を果たせ！
新型コロナ災害緊急アクション活動報告会と各政党との討論集会
衆議院議員選挙前
「コロナと貧困に殺される。政治は,いますぐ公的責任を果たせ！」新型コロナ災害緊急アクション活動報告会と各政党との討論集会開催
案内

新型コロナ感染拡大から１年あまり、相談の中身は深刻化しています。「死にたい」「死ぬ前にメールを送った」というメールや電話を受
けては駆けつける日々だ。
何でこんなにも、「助けて」と言えない社会になったのか。そこまで追い詰められないと助けを求めてはいけないのか。孤立した人間に死
ぬまで自助・自己責任で耐えろ、ということなのか。今私たちの困窮者支援は完全に政府不在。孤立した人間に死ぬまで自助・自己責任で
耐えろ」
これでは更に、コロナと貧困に殺される。
政治は,いますぐ公的責任を果たしてほしい。
年内に、衆議院選挙が予定されています。憲法25条の保障する生存権を保障する制度内容は後退、コロナ災害で更に暮らしが追い詰めら
れるなかで、わが国で最大の社会問題となっている貧困格差問題の解消するためのコロナ災害緊急対策だけでなく、総合的・体系的な政策
ビジョンを各政党・会派に求めていきたいと思います。
このため「衆議院選挙前院内集会：「コロナと貧困に殺される。　政治は,いますぐ公的責任を果たせ！」新型コロナ災害緊急アクション
活動報告会と各政党との討論集会」を開催することとしました。多くの方々の参加をお願い致します。
●日　時：2021年7月12日（月）13：00開始
　　　　　　　　　　　　　　12時30分入館証配布　受付開始　
●会　場：衆議院議員会館 第一議員会館 大会議室

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_HLXh8AEnTT6tUsNqxooQrQ
http://tax-justice.com/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
https://saitamasogo.jp/archives/88105
https://saitamasogo.jp/archives/88105


★プログラム：　　　　　　　　進行　雨宮処凛　
　第一部　新型コロナ災害緊急アクション」活動報告会
主催　　新型コロナ災害緊急アクション
13:00　主催団体挨拶　　　　
　　　　　雨宮 処凛（反貧困ネットワーク）
13:25　新型コロナ災害緊急アクション活動報告　
いまこそ居住貧困を政治の責任で解決を
　　　　　瀬戸 大作（新型コロナ災害緊急アクション事務局）
13:45　生活保護は権利　扶養照会など運用改善の取り組みと
　　　　今後の課題
　　　　　稲葉 剛（一般社団法人つくろい東京ファンド代表理事）
14:00　女性支援の現場からの提言
　　　　　吉祥 眞佐緒（一般社団法人エープラス代表理事）
14:15　外国人支援の現場からの提言　
　　　　　稲葉奈々子（移住連・貧困対策PT）
　　　　　当事者発言あり　　　
14:40　労働相談の現場からの提言
　　　　　渡辺寛人（ＮＰＯ法人POSSE事務局長）
15:00　まとめ
　　　宇都宮健児（一般社団法人反貧困ネットワーク理事長）
第二部　各政党との討論集会
　主催　　反貧困ネットワーク
　司会進行　白石 孝
15:15　主催団体挨拶　　　　
　　　宇都宮健児（一般社団法人反貧困ネットワーク理事長）
15:25　新型コロナ災害緊急アクション　私たちからの政策提言　　　　　　　　　　　　
15:35分 各政党からのアピール
　衆議院選立候補者や各政党の担当者などから、政策や方針についての説明
16:10　会場からの質問と政党会派からの回答と討論
16:50　まとめ　　　　　　
　　　瀬戸大作（一般社団法人反貧困ネットワーク事務局長）
17:00　終了

（反貧困ネットワーク理事：弁護士　猪股　正）

https://tsukuroi.tokyo/
http://antipoverty-network.org/
https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
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コロナ何でも電話相談会
1年の取組みをふまえた院内集会
追い詰められる人々の声を聴け！
～小手先の対応ではなく、

労働・社会保障制度の抜本的な建て直しを！
私たちは、昨年４月の初回実施を皮切りに、2カ月に1回、「コロナ災害を乗り越える・いのちとくらしを守る何でも電話相談会」を開催
してきました。
全国の弁護士、司法書士、社会福祉士、労働組合関係者等がボランティアで取組み、1年間で1万件近い悲鳴のような声を聞き続けてきま
した。
平常時からの労働・社会保障制度の問題点がコロナ禍の中で一層あらわになり、非正規労働者、女性、高齢者等弱い立場におかれた人々が
追い詰められています。
相談内容の報告と分析を踏まえて、小手先の対応ではない、労働・社会保障制度の抜本的な建て直しに向けた政策提言を行います。

【実施日時】２０２１年６月３日（木）１２時～１４時３０分

【場　　所】衆議院第1議員会館　地下１階　第６会議室
※平常時定員４２名のため、リアル参加は、主催者側、国会議員、マスコミ関係者に限らせていただきます。
１１時３０分から議員会館ロビーで通行証を配布します。

【オンライン配信】（ZOOM・ウェビナー）

https://us02web.zoom.us/j/87178037115?pwd=bUx6ZHpYN2hCb1ZtTkZ1
ejRwellKQT09
※事前申し込みは必要ありません。時間になりましたら上記URLからご参加ください。

【内容】

第１部　電話相談会の報告と研究者による分析

【報告１】なんでも電話相談の１年を振り返る～相談現場からの報告
猪股　正さん（弁護士・埼玉）

※各地の相談員の思いと声（オンライン）

https://saitamasogo.jp/archives/88076
https://saitamasogo.jp/archives/88076
https://us02web.zoom.us/j/87178037115?pwd=bUx6ZHpYN2hCb1ZtTkZ1ejRwellKQT09
https://us02web.zoom.us/j/87178037115?pwd=bUx6ZHpYN2hCb1ZtTkZ1ejRwellKQT09


【報告２】なんでも電話相談～相談者の属性・相談内容等の詳細分析
後藤広史さん（立教大学准教授）

第２部　相談をふまえた各分野からの政策要求

【報告１】「生活保障法」と「住宅手当」の制定を！
小久保哲郎さん（弁護士・大阪）

【報告２】シングルマザー・若者支援の充実を！
寺内順子さん（㈳シンママ大阪応援団代表理事）（オンライン）

【報告３】ディーセントワークの実現を！
仲野智さん（全労連常任幹事）

※議員の発言、質疑・意見交換随時

主催：コロナ災害を乗り越える・いのちとくらしを守る何でも電話相談会実行委員会
問合せ先　猪股正（埼玉総合法律事務所☎048-862-0355）・小久保哲郎（あかり法律事務所☎06-6363-3310）

印刷版（PDF)　のダウンロードはこちらから　click!

全国一斉６／１２「コロナ災害を乗り越える－いのちとくらしを
守るなんでも電話相談会・第８弾」フリーダイヤル【拡散希望】

「コロナ災害を乗り越える 　いのちとくらしを守る なんでも電話相談会
～住まい・生活保護・労働・借金 etc…～」【第８弾】実施のお知らせ

　コロナ禍の中、休業、解雇・雇い止め等により、労働者、事業者、学生、業種・職種を問わず、多くの人が、収入減少、失業等に追い込
まれています。
コロナの第４波の拡大、３度目の緊急事態宣言の発出、緊急事態宣言を６月２０日頃までさらに延長するとの政府方針等、先の見通せない
状況が続く中、失業の長期化、利用可能な支援策の終了等により、生活が立ちゆかなくなる人が増えています。

　そこで、引き続き、全国の弁護士、司法書士、労働組合、諸団体が連携して、下記要領にて、電話相談会【第８弾】を開催いたします。
お気軽に、ご相談ください。また、多くの方にお知らせください。

https://saitamasogo.jp/inomatatadashi
http://665257b062be733.lolipop.jp/210603.pdf
http://665257b062be733.lolipop.jp/210603.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/88071
https://saitamasogo.jp/archives/88071
https://news.yahoo.co.jp/articles/9d35144ea7917f4dabf13d7d154c281edd750877


【日　　時】　６月１２日（土）午前10時～午後10時
【電話番号】　０１２０－１５７－９３０（フリーダイヤル）
上記時間帯、全国どこから架けても空いている回線に無料でつながります。

【相談例】
・生活費を支援する制度について知りたい。
・収入が減ったので、来月の家賃が払えそうもない。
・バイトを切られ、学費を払えない。
・今すぐ生活保護を受けられるか。
・住居を喪失した。
・福祉の窓口で追い返された。
・コロナウイルスによる営業不振を理由に雇い止めされた
・休業手当が払われない。新しくできた休業支援金のことが知りたい。
・無理な働き方でコロナに感染
・学費の支払いや奨学金の支払いが困難
・フリーランスや事業者を支援する制度について知りたい。
・住宅ローンなど借金の返済に困っている。
・コロナで生きるのが苦しい。死にたい気持…
・その他、様々な支払いができなくなるので不安である。

【主　 催】コロナ災害を乗り越える いのちとくらしを守る なんでも電話相談会実行委員会
埼玉は、反貧困ネットワーク埼玉（連絡先：弁護士猪股正　048-862-0355/埼玉総合法律事務所）など

＊チラシのダウンロード→　こちら

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2021/05/ca0f4a043bcd28d19500412e7ff522cf.pdf

